


「幼児の聴力・耳疾患の基礎的調査の研究-予備選別システムの検討-」という課題にもと

づき 3年間研究をすすめてきた。 

初年度は幼児の聴力・耳疾患の基礎調査を行ない,全幼児の約 6%が少なくとも-側耳の聴力

の低下を認めた。これら幼児のうち 90%は実際に疾患を有していた。聴力に影響を及ぼす

原因としては炎症性,惨出性の中耳疾患が最も多く,全幼児の 2～3%が罹患していた。感音

難聴は全体の 0.2%であった。 

一方,以上の実態を踏まえ聴力スクリーニングの有効な方法を検討した。毎年約80,O00 名

の 4・5歳幼児全員の聴力検査は人的,時間的,経済的に不可能であるから,いかに効率よく

予備選別をして,これを全体の 10%程度にしぼる必要がある。このためアンケート(調査票)

にかえて家庭で保護者が簡単にできるウイスパーテスト法を考案したが,“とりこぼし”や

“とり込みすぎ”も多く有効とは言えなかった。 


